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あ

な

た

の

投

票

所

は

入
場
券
で
確
か
め
て

投
票
場
入
場
券
は
ハ
ガ
キ
で
送
り
ま
す

四
月
二
十
四
日
は
、
町
議
会
議
員
選

挙
の
投
票
日
で
す
。
投
票
入
場
券
に
は

あ
な
た
が
投
票
で
き
る
投
票
所
を
記
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
投
票
の
前
に
も

う
一
度
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
日
に
不
在
の
時
は

「
不
在
者
投
薬
」
を

投
票
は
、
一
人
一
人
が
選
挙
当
日
に

指
定
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
す
る
の
が

原
則
で
す
が
、
例
外
と
し
て
旅
行
や
入

院
な
ど
で
不
在
な
人
に
は
、
投
票
前
白

ま
で
に
投
票
で
き
る
「
不
在
者
投
票
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

（投票時間）午前　7　時～午後　6　時

投票所 名 ｌ 場　 所 ｉ 地　 区　 名

第 1 投票所 水巻町立　　　　　　 立屋敷、静左座、みずほ団地、二、二町
伊左座小学校講愛　 住、下二、下二町住、入江興産、林住宅

＿と 空竺遮 禁 芸園　 巨 田璃 田二・吉田団地

三 二空新 票 票 禁 書 ！蒜 ＝ 嘉 孟 孟 忘 孟 √ ‾ ‾

第 相 葉所 水巻町民会館 ｉ頃末、机、高尾馳 二社区

竺 投折 悟 禁 固　 巨 資・新生街、梅ノ木団地、古蒜 √

第 6 投可 水巻町民体育館
高松団地、おかの台

針 投票所 は 芸票芸校講堂 序 口、猪熊、猪熊町住

☆
投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

投
票
所
入
場
券
は
「
ハ
ガ
キ
」
で

各
家
庭
に
郵
送
し
ま
す
。
一
枚
の
「

ハ
ガ
キ
」
に
同
居
の
有
権
者
を
四
人

ま
で
記
入
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
投
票
所
に
お
い
で
の
と
き
は

き
り
と
り
線
に
そ
っ
て
自
分
の
入
場

券
だ
け
を
切
り
と
り
投
票
所
に
こ
ら

れ
る
よ
う
お
頗
い
し
ま
す
。
投
票
所

入
場
券
は
投
票
日
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
下
さ
い
。

☆
あ
な
た
の
投
票
所
は
入
場
券
で
た
し

か
め
て
投
票
所
入
場
券
に
、
あ
な
た
が
投

票
で
き
る
投
票
所
を
記
載
し
て
お
り

ま
す
。
と
く
に
今
年
町
内
転
居
さ
れ

た
方
は
投
票
所
を
確
認
さ
れ
、
入
場

券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

「
ハ
ガ
キ
」
は
現
住
所
に
送
っ
て

い
ま
す
が
、
選
挙
人
名
籍
作
成
の
関

係
で
投
票
所
は
旧
住
所
の
区
域
に
な

っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
三
月
一
日
以
降
に

転
居
（
町
内
）
き
れ
た
方
は
、
投
票

日
に
は
転
居
前
の
住
所
に
該
当
す
る

投
票
所
で
投
要
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
入
場
券
が
届
か
な
い
人
は
Ｔ
－
－

選
挙
の
資
格
が
あ
っ
て
投
票
日
三

日
前
ま
で
に
投
票
所
入
場
券
が
届
か

な
い
と
き
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

☆
投
票
所
入
場
券
を
紛
失
し
た
人
は

入
場
券
を
紛
失
し
た
人
は
、
投
票

当
日
印
鑑
を
持
参
し
投
票
所
の
事
故

係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
は
次
の
こ
と
に
ご
注
意
を
〃
‥

（
投
　
票
）

投
票
用
紙
に
は
、
あ
な
た
の
選
び

た
い
候
補
者
の
氏
名
だ
け
を
正
し

く
、
は
っ
き
り
と
書
い
て
く
だ
さ
い

候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と
を
書
く

と
無
効
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
代
理
投
票
）

身
体
が
意
く
く
字
が
書
け
な
い

人
、
文
盲
で
字
が
か
け
な
い
人
、
盲
人

で
点
字
器
を
使
え
な
い
人
の
た
め
に

代
理
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
投
票

所
で
係
に
〝
代
理
投
票
″
と
言
い
ま

す
と
、
そ
の
人
に
代
っ
て
投
票
用
紙

に
記
載
を
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
あ
な

た
が
、
だ
れ
に
投
票
し
た
か
を
他
人

に
も
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
絶

〔

対
に
秘
密
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

（
点
字
投
票
）

盲
人
の
万
は
点
字
投
票
が
で
き
ま

す
。
盲
人
の
万
で
点
字
投
票
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
係
に
〝
点
字
投
票
″

と
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
点
字
器
は
投

票
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

（
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
〕

町
笥
会
議
員
選
挙
で
は
、
義
務
制

の
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
町
内
4
9

ヶ
所
設
置
し
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
掲
示

に
つ
い
て
は
、
公
営
の
掲
示
場
に
お

貼
り
く
だ
け
い
。
こ
わ
し
た
り
、
き

ず
つ
け
た
り
し
な
い
よ
う
こ
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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ｄ
‖
叫
一

口
万

を
な
く
す
た
め
に
①

人
間
は
だ
れ
し
も
幸
せ
に
生
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
健
康
で
あ
り

た
い
、
し
っ
か
り
勉
強
し
て
自
分
の

能
力
を
発
揮
し
た
い
、
そ
し
て
自
分

の
希
望
す
る
仕
事
を
し
て
社
会
の
た

め
役
立
ち
た
い
、
愛
し
合
う
人
と
結

婚
し
て
か
わ
い
い
子
供
に
恵
ま
れ
た

い
な
ど
と
願
っ
て
い
ま
す
。
人
に
よ

り
、
そ
の
内
容
に
違
い
は
あ
る
に
し

て
も
、
幸
せ
に
生
き
た
い
と
い
う
願

い
は
す
べ
て
の
人
に
共
通
し
て
い
ま

す
。
こ
の
願
い
を
不
当
に
潜
み
に
じ

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
人
間
が

人
間
と
し
て
幸
せ
に
生
き
て
い
く
権

利
は
す
べ
て
の
人
に
保
障
さ
れ
て
お

り
、
み
ん
な
で
そ
れ
を
大
事
に
守
り

部
落
問
題
の
認
識
に
あ
や
ま
り
が
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
ｒ
そ
ん
な
こ

と
は
と
う
に
わ
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
姿
勢
を
す
て
て
、
も
う
い
ち
ど
、
考
え

こ
ん
で
み
る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
古
い
言
い
伝
え
な
ど
に
ま
か

せ
て
お
か
ず
に
、
進
ん
で
正
し
い
理
解
が
で
き
る
よ
う
に
、
今
回
か
ら
五
回
に

わ
た
り
シ
リ
ー
ノ
ズ
と
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
読
ん
で
い
た
だ
き
、
家
庭

内
、
職
場
内
、
隣
近
所
の
方
と
の
だ
ん
ら
ん
の
ひ
と
と
き
、
じ
っ
く
り
と
考
え

話
し
合
っ
て
下
さ
い
。

一

全
日
本
の
エ
ー
ス
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

横
山
樹
里
さ
ん
と
夢
の
対
面

合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し
か
し
、
本
人
に
は
何
の
責
任
も

な
い
の
に
、
こ
の
人
間
ら
し
く
生
き

て
い
く
権
利
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
現

実
が
あ
り
ま
す
。
社
会
的
に
不
利
益

を
受
け
、
人
間
と
し
て
の
誇
り
が
傷

つ
け
ら
れ
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す

に
、
心
身
障
害
者
は
教
育
を
受
け
る

機
会
と
、
自
分
の
適
性
、
能
力
に
合

っ
た
仕
事
、
就
職
の
機
会
を
保
障
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
差
別
で

す
。部
落
差
別
と
い
う
の
は
、
同
和
地

区
の
人
た
ち
が
同
和
地
区
に
生
ま
れ

人
間
が
人
間
と
し
て
幸
せ
に
生
き
て
い
く

権
利
は
す
べ
て
の
人
に
保
障

同
和
地
区
の
小
学
六
年

生
の
少
女
の
作
品

私
は
、
父
と
母
が
一
生
け
ん
命

に
と
り
く
ん
で
い
る
、
部
落
差
別

を
な
く
す
運
動
を
ひ
き
つ
い
で
い

き
た
い
。
だ
が
、
ｌ
一
番
私
に
と
っ

て
も
、
父
母
に
と
っ
て
も
い
い
の

は
、
私
が
運
動
を
ひ
き
つ
ぐ
こ
ろ

は
も
う
、
部
落
差
別
な
ど
な
く
な

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
れ
を
差
別
と
言
い
ま
す
。

例
え
ば
、
身
体
や
精
神
に
障
害
を

持
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
、
そ
れ

は
本
人
の
責
任
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
、
障
害
は
あ
っ
て
も
、
人
間

ら
し
く
生
き
て
い
く
権
利
は
当
然
に

保
障
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
な
の

て
き
た
と
い
う
た
だ
そ
れ
だ
け
の
理

由
、
本
人
の
責
任
で
は
全
く
な
い
こ

と
で
、
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ

と
を
拒
否
さ
れ
、
そ
の
権
利
、
自
由

を
不
当
に
侵
さ
れ
て
い
る
現
実
を
言

い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

昨
年
九
月
ペ
ル
ー
で
行
わ
れ
た
世

界
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
を
最

後
に
引
退
し
た
、
全
日
本
の
エ
ー
ス

ア
タ
ッ
カ
ー
横
山
樹
里
さ
ん
（
ユ
ニ

チ
カ
）
が
去
る
二
月
二
十
七
日
、
伊

左
座
小
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

町
内
バ
レ
ー
少
年
団
の
待
ち
受
け

る
体
育
館
で
は
、
盛
ん
な
歓
迎
を
う

け
、
町
内
バ
レ
ー
少
年
団
六
年
生
と

卒
団
記
念
写
真
を
振
る
な
ど
、
北
九

州
市
で
の
「
朝
日
バ
レ
ー
教
室
」
の

間
を
ぬ
っ
て
の
み
じ
か
い
交
流
で
し

た
が
、
サ
イ
ン
や
握
手
な
ど
六
年
生

に
と
っ
て
は
、
夢
の
対
面
が
実
現
し

卒
団
記
念
の
良
い
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。

バレー少年団員と談笑する横山さん（中央）

サボテン
∧

，ｔｒｔｅｔ・ｔ。ｔＰｌｅｌ

Ｖ

栽培講座

春
の
公
民
館
講
座
で
、
サ
ボ
テ
ン
栽

培
講
座
を
開
設
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
応

募
く
だ
さ
い
。

▽
講
座
の
内
容
　
サ
ボ
テ
ン
栽
培
の
基

礎
知
識
か
ら
育
て
方
ま
で

▽
期
間
　
5
月
～
7
月
　
1
0
回
程
度

毎
週
月
曜
日
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
募
集
人
員
　
4
0
名

▽
場
所
　
水
巻
町
民
会
館

▽
受
付
期
間
　
4
月
1
2
日
か
ら
4
月
2
5

日
ま
で
に
、
教
育
委
員
会
へ
申
込
み

く
だ
さ
い
。
（
定
員
に
達
し
た
ら
締

切
り
ま
す
）

▽
費
用
　
受
講
料
は
無
料
（
材
料
代
と

し
て
千
円
程
度
必
要
で
す
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
社

会

教

育

係

へ

審

2

0

1

・

0

4

0

1
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昭
和
5
8
年
度
予
算
が
ス
タ
ー
ト

◇
…
一
年
間
の
町
の
施
策
を
折
り
込
ん
だ
昭
和
五
十
八
年
度
予
算
が
、
三
月
の
定
例
議
会
で
成
立
…
◇

◇
＝
・
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
四
十
五
億
七
千
三
百
六
十
三
万
円
で
前
…
◇

◇
…
年
度
に
比
べ
五
・
八
％
の
微
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
歳
出
面
で
徹
底
…
◇

◇
…
し
た
節
減
合
理
化
を
図
る
な
ど
、
限
り
あ
る
財
源
の
効
率
的
な
配
分
に
努
め
て
い
ま
す
。
…
◇

班
年
度
の
町
づ
く
り

財
政
再
建
の
効
果
が
現
わ
れ
、
こ
こ
二
力
年
度
は
健
全
な
財
政
運
営
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
好
転
し
た
と
は
い
え
、
財
政
力
は
決
し
て

余
裕
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
加
え
て
経
済
不
況
の
し
わ
よ
せ
に
よ
る
財
政

え
の
圧
迫
も
、
今
後
も
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
の
財
政
運
営
は

徹
底
し
た
経
費
の
節
減
合
理
化
を
図
り
、
中
・
長
期
展
望
の
中
で
計
画
的
な

運
営
が
必
要
で
す
。

事
業
に
つ
い
て
は
、
近
代
的
な
住
宅
都
市
づ
く
り
を
目
標
に
、
文
化
施
設

の
充
実
に
力
を
注
い
で
お
り
、
今
年
度
、
庁
舎
の
建
設
に
か
か
り
ま
す
し
、

武
道
館
の
建
設
（
身
障
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
横
）
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活

道
路
の
整
備
や
鉱
害
復
旧
も
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
限
り
あ
る
財
源
を
有
効

に
生
か
し
住
民
福
祉
向
上
に
努
力
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

地　 方　 譲　 与　 税 4，600万円

自動車取得税交付金 4，000万円

交通安全対策交付金 400万円

分担金及び負担金 5，607万円

当初予算の推移

年 度 当初 予 算額 比較

54 5 2億 8 ，780 万円 100

55 48億 2 ，4 07万 円 91

56 40億 7 ，6 73万 円 77

5 7 4 3億 2 ，200 万 円 8 2

5 8 4 5億 7 ，363 万 円 8 7

回

　

田

地
方
交
付
税
8
、
3
0
0
万
円
減
収

町
の
財
源
は
、
町
税
や
使
用
料
及
び

手
数
料
な
ど
、
町
白
か
ら
の
財
源
で
あ

る
自
主
財
源
と
、
地
方
交
付
税
や
国
・

県
の
支
出
金
、
町
債
（
借
入
金
）
な
ど

他
か
ら
の
収
入
、
依
存
財
源
と
で
構
成

さ
れ
ま
す
。

歳
入
の
内
、
町
税
と
地
方
交
付
税
で

全
予
算
の
五
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

町
税
は
、
前
年
度
に
比
べ
九
％
増
の
十

三
億
二
千
七
百
十
万
円
と
、
増
加
率
を

低
く
見
込
ん
で
い
ま
す
。
（
前
年
度
二

（

一
・
一
％
〕

地
方
交
付
税
は
、
十
二
億
五
百
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
経
済
不
況
に

よ
り
酎
分
基
準
に
な
る
国
税
三
税
（
所

得
税
、
法
人
税
、
酒
税
）
が
伸
び
ず
、

前
年
度
に
比
べ
八
千
三
百
四
十
万
円
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
債
は
前
年
度
に
比
べ
二
億

百
四
十
万
円
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
庁
舎
建
設
や
武
道
館
建

設
に
伴
う
も
の
で
す
。

存

財

源

′ヽ
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（

蛭
好
調
朋
剛
羞

庁
舎
・
武
道
館
の
建
設
ス
タ
ー
ト

歳
出
は
、
道
路
や
公
共
施
設
の
建
設

鉱
害
復
旧
な
ど
の
投
資
的
経
費
と
、
人

件
費
や
物
件
費
な
ど
の
消
費
的
経
費
、

そ
れ
に
町
債
の
返
済
な
ど
の
公
債
費
な

ど
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
度
の
予
算
で
す
が
、
投

資
的
経
費
に
は
、
歳
出
総
額
の
三
七
・

七
％
に
当
た
る
十
七
億
二
千
六
百
二
十

八
万
円
を
投
入
し
、
庁
舎
建
設
や
鉱
害

復
旧
、
生
活
道
路
の
整
備
を
行
い
ま
す

保
育
所
の
運
営
や
各
種
健
康
診
査
・

予
防
接
種
、
生
活
困
窮
者
の
援
助
な
ど

住
民
の
健
康
づ
く
り
、
福
祉
向
上
の
た

め
の
民
生
・
衛
生
費
に
歳
出
総
額
の
一

八
二
一
％
に
当
た
る
八
億
三
千
百
五
十

三
万
円
を
充
て
て
い
ま
す
。

ま
た
人
づ
く
り
の
た
め
の
教
育
費
に

は
、
歳
出
総
額
の
一
三
・
四
％
に
当
た

る
六
億
一
千
二
百
五
万
円
を
充
て
、
各

学
校
施
設
の
整
備
・
充
実
を
図
る
と
同

時
に
、
社
会
教
育
施
設
の
充
実
を
図
る

た
め
に
武
道
館
の
建
設
を
行
い
ま
す
。

町民一人当りの予算

ノ・．・・■．＋一一■ヽ○　　 ○
（歳入）　　　　　　 ヱ　　　　　　 （歳出）

地方交付税

41 ，989円

町　　　 税

45 ，8 95円

総　 務　 費

3 7，79 9円
議　 会　 費

4，144円

民　 生　 費

17，28 3円

土　 木　 費

16 ，0 31円

衛　 生　 費

11 ，6 92円

消　 防　 費

5 ，626円

国・県支出金

13，3 99円

使用料

及び手数料

10 ，033円

労　 働　 費

5，799円

教　 育　 費

2 1，328円

農林・水産費

1，261円

災害復旧費

18 ，3 65円

諸　 収　 入 町　　　 債 商　 工　 費 公　 債　 費

17，33 7円 15 ，395円 6 17円 18，903円

′
ヽ
三
．
1
1
1
′
ヽ
．
≡
．
幸
三
こ
ｒ
＞
ヽ
′
ヽ
ｌ
≡
－
－
ゝ
ヽ
′
ヽ
一
≡
－
．
し
ノ
ヽ
一
く
一
三
－
－
ヽ
′
ヽ
【
．
≡
こ
ｌ
，
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
≡
き
≡
≡
ゝ
．
ヽ
‘
ヽ
≡
1
－
．
ヽ
′
ヽ
′
ヽ
．
≡
．
．
〉

昭
和
5
8
年
度
予
算
に
組
ま
れ
た
主
な
事
業

〔
教
育
・
文
化
施
設
〕

①
武
道
館
建
設

㊥
伊
左
座
小
職
員
室
改
造

㊥
頃
末
小
理
科
室
整
備

④
水
中
・
南
中
体
育
倉
庫
新
築

⑤
各
学
校
施
設
整
備

〔
土
木
関
係
〕

①
引
船
・
琵
琶
の
首
線
舗
装

㊥
鯨
瀬
・
井
地
向
線
舗
装

㊥
そ
の
他
生
活
道
路
整
備

〔
鉱
害
復
旧
〕

①
古
賀
・
頃
未
練

㊥
荒
田
・
大
西
線

㊥
先
園
・
丸
ノ
線
　
④
大
平
下
水
道

⑤
家
屋
復
旧
　
些
戸

〔
そ
の
他
の
施
設
〕

①
庁
舎
建
設
（
5
8
年
度
～
5
9
年
度
）

㊥
水
巻
駅
自
転
車
駐
車
場
建
設

用
地
買
収
　
三
五
八
・
三
二
が

㊥
消
防
団
第
二
分
団
格
納
庫
建
築
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下
水
道
事
業
会
計

予
算
総
額
は
、
六
千
八
百
八
万
八
千

円
、
前
年
度
に
比
べ
一
千
六
十
万
八
千

円
一
八
・
二
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
間
処
理
対
象
延
戸
数
を
三
万
二
千

八
百
八
十
戸
と
し
て
お
り
ま
す
。

歳
入
と
し
て
は
、
使
用
料
三
千
八
百

四
十
六
万
九
千
円
、
基
金
利
子
八
百
七

十
一
万
四
千
円
、
繰
越
金
一
千
四
百
八

十
八
万
六
千
円
、
赤
字
負
担
金
六
百
七

十
二
万
九
千
円
、
そ
の
他
一
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

歳
出
と
し
て
は
、
下
水
処
理
場
の
管

理
委
託
料
二
千
四
百
八
十
万
七
千
円
、

光
熱
水
費
等
の
需
用
費
二
千
六
百
十
九

万
五
千
円
、
事
務
費
四
百
五
十
万
七
千

円
、
下
水
道
基
金
へ
の
繰
出
金
八
百
七

十
一
万
四
千
円
、
そ
の
他
四
百
五
十
八

万
五
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
事
業
会
計

予
算
総
額
は
、
八
億
六
千
四
百
二
十

二
万
一
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
五
千

百
六
十
八
万
七
千
円
、
五
・
六
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
老
人
保

健
法
が
施
行
さ
れ
、
保
険
給
付
費
の
な

か
の
老
人
分
が
老
人
保
健
事
業
会
計
へ

移
っ
た
た
め
で
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
三
億
三

千
八
百
四
十
六
万
二
千
円
、
国
庫
負
担

金
四
億
三
千
百
十
九
万
円
、
国
庫
補
助

金
七
千
五
百
六
十
八
万
五
千
円
、
県
支

出
金
五
十
万
円
、
繰
入
金
一
千
六
百
万

円
、
そ
の
他
二
百
三
十
八
万
四
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
療
養
諸
費
四
億

八
千
百
五
万
三
千
円
、
高
額
療
養
費
六

千
三
百
二
十
万
円
、
助
産
諸
費
一
千
二

老
人
保
健
事
業
会
計

予
算
総
額
は
、
七
億
三
千
八
十
五
万

三
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
交
付
金

五
億
一
千
五
十
五
万
五
千
円
、
国
庫
負

担
金
一
億
四
千
五
百
五
十
九
万
一
千
円

県
負
担
金
三
千
六
百
三
十
六
万
円
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
三
千
八
百
三
十

四
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
医
療
給
付
費
七

億
二
千
二
百
二
十
万
八
千
円
、
そ
の
他

八
百
六
十
四
万
五
千
円
と
約
九
九
％
が

医
療
給
付
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（

百
万
円
、
保
険
施
設
費
四
百
三
十
四
万

二
千
円
、
予
備
費
一
千
六
百
六
十
六
万

五
千
円
、
総
務
費
三
千
四
百
六
十
万
八

千
円
、
そ
の
他
百
八
十
八
万
一
千
円
、

そ
れ
に
老
人
保
健
事
業
会
計
え
の
拠
出

金
二
億
五
千
四
十
七
万
二
千
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
老
人
保
健
法
が
施
行
さ

れ
、
保
健
事
業
が
別
立
て
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
が
必
ず
し
も
国
保
会
計

の
健
全
化
に
つ
な
が
る
と
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
国
保
会
計
は
、
医
療
費
の
値

上
げ
や
受
診
率
の
増
加
次
第
で
は
、
ま

す
ま
す
苦
し
い
財
政
に
陥
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
町
で
は
、
あ
な
た

の
医
療
費
が
い
く
ら
か
か
っ
た
か
毎
月

通
知
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
は
、

自
分
で
守
る
心
が
ま
え
を
持
ち
、
国
保

会
計
の
健
全
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

農
業
共
済
事
業
会
計

予
算
総
額
は
、
八
百
五
十
五
万
二
千

円
で
、
各
勘
定
別
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
家
畜
勘
定
に
つ
い
て

は
、
現
在
加
入
者
が
な
く
、
一
応
存
置

科
目
と
し
て
四
千
円
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
農
作
物
勘
定
　
二
百
八
十
万
七
千
円

水
稲
の
引
受
面
積
百
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
　
（
前
年
度
比
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
滅
）

で
、
引
受
反
収
三
百
四
十
四
毎
、
毎

当
た
り
二
百
三
十
円
で
計
上
し
て
お

り
ま
す
。

麦
に
つ
い
て
は
、
引
受
面
積
十
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
　
（
前
年
度
比
一
ヘ
ク
タ

ー
ル
増
）
で
、
引
受
反
収
小
麦
百
七

十
二
毎
、
大
麦
百
九
一
毎
で
、
毎
当

Ｃ
－
水
道
事
業
会
計
予
算
‥
し

原
水
費
値
上
げ
に
よ
り
水
道
会
計
ピ
ン
チ

◎
収
益
的
収
入
及
び
支
出

収
入
は
、
給
水
使
用
料
三
億
六
千

四
百
五
十
二
万
一
千
円
、
口
径
別
納

58年度水道事業の概要

給水件数　　　　　9，800戸

総配水量　　　2，724，000〝ヂ

北九州市　2，124，7201が

中間市　　599，2801が

一日平均給水量　　7，463〝タ

付
金
二
千
五
百
三
十
九
万
円
、
そ
の

他
の
収
入
九
十
六
万
六
千
円
と
営
業

外
収
益
二
百
三
十
一
万
四
千
円
で
収

入
合
計
三
億
九
千
三
百
十
九
万
一
千

円
と
な
り
ま
す
。

支
出
は
、
原
水
購
入
費
二
億
八
千

四
百
二
万
三
千
円
、
給
水
管
理
費
五

千
五
百
三
十
七
万
三
千
円
、
総
係
費

四
千
七
百
二
十
四
万
三
千
円
、
そ
の

他
一
千
九
百
三
十
四
万
円
と
営
業
外

費
用
と
し
て
支
払
利
息
二
千
六
十
一

万
五
千
円
、
そ
の
他
百
二
十
五
万
円

で
歳
出
合
計
四
億
二
千
七
百
八
十
四

万
四
千
円
と
な
り
、
差
引
三
千
四
百

六
十
五
万
三
千
円
の
赤
字
と
な
り
ま

（

た
り
百
四
十
円
で
計
上
し
て
お
り
ま

す
。

業
務
勘
定
　
五
百
七
十
四
万
一
千
円

歳
入
に
つ
い
て
は
、
県
支
出
金
三

百
三
十
五
万
円
、
利
子
及
び
離
当
金

三
十
八
万
円
、
一
般
会
計
繰
入
金
百

六
十
二
万
三
千
円
、
諸
収
入
三
万
八

千
円
、
繰
越
金
三
十
五
万
円
。

歳
出
は
、
人
件
費
四
百
八
十
三
万

六
千
円
、
物
件
費
等
九
十
万
五
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ

Ｊ

ｈ

Ｙ

ノ

ｎ

Ｙ

ノ

ｉ

ノ

Ｈ

ｈ

で

．

ノ

Ｋ

Ｙ

ノ

ダ

す
。赤
字
の
原
因
と
し
て
は
、
五
十
六

年
度
に
北
九
州
市
が
原
水
料
金
を
値

上
げ
し
た
の
に
続
き
、
昨
年
度
は
、

中
間
市
が
原
水
料
金
を
一
㌦
当
た
り

百
十
円
か
ら
百
三
十
円
に
引
き
上
げ

た
こ
と
や
口
径
別
納
付
金
の
減
少
な

ど
で
あ
り
、
昨
年
度
の
料
金
値
上
げ

を
行
っ
て
も
赤
字
を
解
消
す
る
こ
と

が
困
難
で
し
た
。

◎
資
本
的
収
入
及
び
支
出

収
入
は
、
企
業
債
四
千
百
六
十
万

円
、
鉱
害
復
旧
国
庫
補
助
金
七
百
五

十
一
万
八
千
円
で
合
計
四
千
九
百
十

一
万
九
千
円
と
な
り
ま
す
。

支
出
は
、
遠
賀
川
河
口
堰
に
関
連

し
て
の
第
二
次
拡
張
事
業
費
二
千
五

百
八
十
四
万
一
千
円
、
配
水
管
新
設

改
良
費
一
千
三
百
八
十
二
万
二
千
円

鉱
害
復
旧
費
九
百
六
十
六
万
六
千
円

財
産
購
入
曹
二
千
二
百
六
十
一
万
二

千
円
、
企
業
債
償
還
元
金
八
百
九
十

四
万
五
千
円
で
合
計
七
千
八
十
八
万

七
千
円
と
な
り
、
差
引
二
千
百
七
十

六
万
八
千
円
の
不
足
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
不
足
額
に
つ
い
て
は
、
一

時
借
入
金
で
補
て
ん
す
る
予
定
で

す
。
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剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

一
五
〇
名
が
つ
ば
ぜ
り
合
い

三
月
二
十
日
、
第
四
回
水
巻
町
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会
が
、
机
小
学
校

講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
度
の
締
め
く
く
り
と

あ
っ
て
、
参
加
者
一
五
〇
名
全
員
、
気

合
の
入
っ
た
対
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

ま
し
た
。

四
月
か
ら
、
新
団
員
も
入
っ
て
き
ま

す
。
剣
道
を
通
じ
て
心
身
を
鍛
え
て
く

だ
さ
い
。

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
。

◇
◇
個
人
戦
◇
◇

〔
小
学
4
年
生
〕

優
　
勝
　
富
永
秀
樹
（
伊
左
座
）

二
　
位
　
瓜
生
博
之
（
頃
　
末
）

〔
小
学
5
年
生
〕

優
　
勝
　
河
野
好
孝
（
頃
　
末
）

二
　
位
　
池
ノ
内
烈
（
頃
　
末
）

〔
小
学
6
年
生
〕

優
　
勝
　
西
牟
田
国
博
（
伊
左
座
）

二
　
位
　
久
保
田
浮
之
（
頃
宋
）

〔
小
学
女
子
〕

優
　
勝
　
服
部
克
子
（
吉
　
田
）

二
　
位
　
山
本
知
佐
子
（
伊
左
座
）

〔
中
学
男
子
〕

優
　
勝
　
疋
田
　
敦
（
吉
　
田
）

二
　
位
　
池
永
和
朗
（
頃
　
末
）

〔
中
学
女
子
〕

優
　
勝
　
楕
松
真
紀
子
（
伊
左
座
）

二
　
位
　
大
貝
さ
つ
き
（
猪
　
熊
）

◇
◇
団
体
戦
◇
◇

小
学
生
の
部
で
は
、
一
〇
チ
ー
ム
、

中
学
生
の
部
は
、
二
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。

〔
小
学
生
の
部
〕

優
　
勝
　
頃
末
剣
道
少
年
団
Ａ

二
　
位
　
猪
熊
剣
道
少
年
団
Ａ

〔
中
学
生
の
部
〕

優
　
勝
　
伊
左
座
剣
道
少
年
団

二
　
位
　
頃
末
剣
道
少
年
団

一非
行
化
防
止
〝
も
ち
つ
き
″
大
会

現
在
、
青
少
年
の
非
行
は
重
大
な
社
　
業
し
た
生
徒
を
集
め
て
、
非
行
防
止
の

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
高
松
団
地
で
は
、
中
学
校
を
卒

〝
も
ち
つ
き
大
会
″
を
行
い
ま
し
た
。

日
頃
、
力
を
持
て
余
し
て
い
る
子
供

た
ち
も
、
も
ち
を
つ
ノ
1

力
は
別
の
よ
う
で
す
。

こ
の
も
ち
つ
き
を
契

機
に
、
地
域
か
ら
非
行

少
年
・
少
女
が
出
な
い

よ
う
、
み
ん
な
で
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

（
地
区
か
ら
非
行
者
を

出
さ
な
い
ぞ
／
　
力
一

杯
の
も
ち
つ
き
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

三
月
二
十
七
日
、
第
二
回
水
巻
町
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
、
水
巻
南

中
学
校
、
富
田
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。晴
れ
わ
た
っ
た
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日

和
の
下
、
町
内
か
ら
十
五
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
随

所
に
好
プ
レ
ー
が
続
出
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
、
頃
末
Ｋ
Ｓ
Ｓ
が
昨
年

の
屈
辱
を
果
た
し
優
勝
し
ま
し
た
。

な
お
、
同
時
に
行
わ
れ
た
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
同
好
会
南
北
交
流
試
合
で
は

北
部
女
子
同
好
会
が
優
勝
し
ま
し
た
。

へ
上
位
4
組
の
対
戦
結
果
）

み
ず
ほ
団
地

吉
田
の
三
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やまもと　たかふみ

山元　崇史ちゃん
昭和57年5月31日生

（栄満子）さんの長男

やっと足を疎んぼるようにな

りひと安心。生まれた時からジ

ャンボで、お姉ちゃんに負けま

せん。元気でタクマしく育って

やまだ　あやか

山田　綾花ちゃん
昭和57年6月24日生

（葉智李）さんの撤

ハイハイが出来るようになっ

たので、家の中を探索するのが

楽しみのようです。でも、何に

でもかぶりつくのはやめて頂戴

ネ！　　　（古賀団地1棟）　　ネ。　　　（おかの台20棟）　宣
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福岡県立英彦山青年の家行事表
事　 業　 名 期　 日　　　 日　蝕 参　 加　 対　 象 募集人員

書年団体リーダー着成講座 ‖明 6日4日はト5 日（Ｆ）1泊2日 ○青年団体
各　 期●集団五官の禍 と今日 2期 9月2相はト2凋（月）1泊2日 ○各種グループ・サークル

Ｍｌ増について研すする 3期 3月3ＥｌＬＤ－4日（ｍｌ泊2日 0 4 Ｈクラブ （農稟闊係グループ）等 5 0 名

■年レグノェーションリーダー研修
6月108③－128個Ｊ　 泊3日

0県内各市町村及び職場職域にあってレク
各　 期°前　野 リエーションリーダーを志向する寺

°後　 期 1川 11日埋ト1柑（即　 2泊3 日 ●全期参加礪敗 但し、一期のみの和白も可。 1 0 0名

書少年キャンプ指導者研憺 7月8 日惚ト10日（即　 泊3 日 青年の宮夏季キャンプ利用団体の指導者 1 0 0名

青年の家王事キャンプ 7月2柑休ト 8 月31日㈱ 〇一般利用 （小学校高学年以上）
】0 0名●親子キャンプ 7月30日（勃～8 日1 日（郎 2泊3日 ●小学生・中学生及びその保護者

○くわしいことは下記におたずねください。
〒陀4‾07福岡県圧州都漆田町大字英彦山　℡09478－5－0101（代表）



水
巻
措
ば
悉
遥

地
　
名
　
の

コ
ロ
ス
エ
こ
れ
も
珍
ら
し
い
地
名
で
あ
る
。
筆

こ
ろ

者
の
子
供
の
頃
は
「
殺
す
え
」
と
い
っ
て
も
ひ
や

か
し
た
も
の
で
あ
る
。
頃
未
の
地
名
に
つ
い
て
は

「
対
島
文
書
」
の
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
記
に

是
未
と
あ
る
の
が
最
も
古
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
古

賀
村
か
ら
分
村
す
る
以
前
に
コ
ロ
ス
工
の
地
名
が

す
で
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
慶
長
年

間
（
一
五
九
六
～
〓
ハ
一
四
）
の
筑
前
国
地
図
で

は
比
末
と
書
い
て
あ
り
、
さ
ら
に
明
治
二
十
二
年

の
町
村
施
行
時
に
は
頃
末
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

お
お
む
ね
中
世
に
是
末
、
近
世
に
比
末
、
現
代
の

頃
末
と
か
わ
っ
て
音
読
の
コ
ロ
ス
工
に
対
し
適
当

に
漢
字
を
あ
て
は
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
で
は

コ
ロ
ス
エ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
ま

ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
イ
ノ
ク
マ
と
同
様
に
開
拓

を
す
る
人
々
が
、
こ
の
地
に
移
り
住
ん
で
き
た
と

き
に
名
づ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。江
戸
初
期
の
遠
賀
川
は
、
立
屋
敷
と
下
二
の
問

を
流
れ
て
机
山
に
沿
い
豊
前
坊
山
の
下
を
流
れ
て

い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
よ
り
分
か
れ
た
曲

川
は
、
頃
末
、
下
二
、
机
の
境
に
お
い
て
遠
賀
川

と
合
流
し
て
、
川
幅
は
今
よ
り
広
く
て
沿
岸
は
一

大
湿
地
帯
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
も
頃

末
は
、
川
の
本
流
か
ら
離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

こ
・
も
　
よ
．
レ

る
か
ら
一
面
に
菰
、
葦
な
ど
の
多
年
生
水
草
の
群

生
し
た
開
拓
の
最
も
遅
れ
た
地
で
、
こ
れ
は
今
で

あ
ざ

も
中
卒
田
、
外
牟
田
、
御
猟
牟
田
の
字
名
の
あ
る

口
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
南
　
門

由

　

来

　

伽

　

頃

　

末

　

日

こ
と
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
い
う
牟

田
は
荷
田
で
あ
っ
て
荒
地
を
さ
す
が
、
こ
の
場
合

よ

し

む

た

は
葦
蕪
田
す
な
は
ち
菰
、
葦
な
ど
の
群
生
し
た
湿

地
帯
を
さ
す
。

さ
て
コ
ロ
ス
工
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
湿
地
帯
に

こ
ろ

群
生
す
る
コ
モ
、
ヨ
シ
、
ア
シ
の
類
を
菰
産
と
い

ま
ご
一
も

ぅ
の
で
語
源
は
こ
れ
か
き
て
い
る
。
菰
は
其
菰
、

産
は
ヨ
シ
、
ア
シ
の
類
で
あ
り
、
菰
意
は
中
国
の

古
詩
に
「
冷
雲
深
き
と
こ
ろ
菰
産
を
宿
す
」
と
か

「
風
は
菰
遁
葉
の
葉
声
を
送
る
」
な
ど
と
み
え
て

い
る
の
で
、
さ
び
し
い
と
こ
ろ
の
形
容
に
も
使
わ

れ
た
言
葉
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
コ
ロ
ス
工
は

菰
産
の
末
す
な
は
ち
コ
モ
、
ヨ
シ
の
群
生
を
し
た

湿
原
の
果
て
と
い
う
意
味
で
、
ま
た
、
さ
び
し
い

辺
び
な
と
こ
ろ
と
も
解
釈
き
れ
る
。
お
そ
ら
く
元

村
で
あ
っ
た
古
賀
村
か
、
居
城
の
山
鹿
あ
た
り
で

菰
産
末
と
名
づ
け
た
も
の
と
思
う
が
、
漢
字
を
知

ら
な
か
っ
た
当
時
の
農
民
達
は
、
こ
れ
に
漢
字
を

適
当
に
あ
て
は
め
て
日
常
使
用
し
て
い
た
の
が
是

末
、
比
末
、
頃
末
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

頃
末
村
の
開
拓
が
他
村
よ
り
遅
れ
て
い
た
こ
と

は
、
慶
長
年
間
の
石
高
調
査
に
お
い
て
机
村
三
一

六
石
に
対
し
て
比
末
村
二
三
〇
石
で
あ
っ
た
の
が

百
年
後
の
元
禄
年
間
に
は
机
村
三
七
三
石
、
比
末

村
六
〇
四
石
と
大
き
く
飛
躍
し
て
、
こ
の
間
に
開

拓
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

（
文
）
水
巻
町
郷
土
史
研
究
会
長
　
柴
田
貞
志

寄
付
の
　
お
礼

香
典
返
し
と
し
て
、
次
の
か
た
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

吉
田
一
　
散
野
添
ヨ
ソ
子
殿

野
添
　
靖
也
殿

下
　
　
二
　
　
故
藤
崎
　
広
志
殿

藤
崎
　
博
葦
殿

故
行
正
ヤ
エ
ノ
殿

行
正

高
松
団
地
　
故
森
下
森
下

下
　
　
二
　
　
故
小
倉
小
倉

頃

　

末

　

故

斉

藤
阪
本

頃
　
　
末
　
　
故
越
智
越
智

昌
照
殿

正
治
殿

春
美
殿

鉄
治
殿
律
殿

イ
ト
殿

京
子
殿
弘
殿

君
子
殿

技
　
能
　
検
　
定

あ
な
た
も
、
み
が
い
た
腕
を

試
し
て
み
ま
せ
ん
か

技
能
検
定
は
、
技
能
の
程
度
を
一
定

の
基
準
に
よ
っ
て
検
定
し
、
こ
れ
を
公

証
す
る
制
度
で
す
。

あ
な
た
も
、
み
が
い
た
腕
を
試
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▽
受
付
期
間
　
4
月
1
5
日
か
ら
4
月
2
6

日
ま
で
、
福
岡
県
職
業
能
力
開
発
協

会
へ
　
（
福
岡
県
東
区
千
早
五
丁
目
ニ

ー
二
四
福
岡
成
人
訓
練
セ
ン
タ
ー
内

魯

0

9

2

・

6

7

1

・

1

2

3

8

老
人
大
学
・
大
学
院
生
募
集

老
人
大
学
（
遠
賀
町
中
央
公
民
館
〕

書
道
、
陶
芸
、
民
謡
、
俳
句
。
大
学
院

（
岡
垣
町
中
央
公
民
館
〕
書
道
、
園
芸

民
謡
、
俳
句
。
各
コ
ー
ス
2
5
名
募
集

申
し
込
み
は
4
月
3
0
日
迄
町
社
会
教

育

係

（

2

0

1

・

0

4

0

1

番

）

　

へ

前
　
号
　
の

人
語
碁
正
解
）

白
1
が
好
手
で
コ
の
あ
と

黒
は
打
つ
手
な
し画

く詰将棋正解〉　3三歩成、同棲、4三角

成、同玉、4四飛、3二五、4一飛成、

同五、4二金まで九手詰め。

く解説〉　初手に4三角成としては同玉と

取ってくれません。3一玉と下がられて

しまいます。しかし3三歩成、同棲とし

ておけば詰みます。

□
編
　
集
水
巻
町
総
務
課
（
電
2
0
1
－
4
3
2
1
）

口
印
刷
　
冷
隼
田
印
刷
合
資
会
社


